
４．普及状況

行 政 区 域 内 人 口 Ａ 人

処 理 区 域 面 積 ha

処 理 区 域 内 戸 数 Ｂ 戸

処 理 区 域 内 人 口 Ｃ 人

水 洗 化 戸 数 Ｄ 戸

水 洗 化 人 口 Ｅ 人

人 口 普 及 率 Ｃ ／ Ａ ％

水 洗 化 普 及 率 Ｄ ／ Ｂ ％

水 洗 化 率 Ｅ ／ Ｃ ％

供用１年後の水洗化率 ％

有 収 水 量 ㎥

雨 水 排 水 整 備 済 面 積 ha

１．経営成績について

　営業損失 3,192,238,094円、経常利益 1,000,501,285円、当年度純利益 999,678,348円とな

りました。

　

２．財政状態について

　令和6年度末における財政状態は、資産の部合計 231,628,461,662円、

負債の部合計 163,473,727,313円、資本の部合計 68,154,734,349円となりました。

　

３．建設改良事業について

　四日市市総合計画に基づく推進計画に従い、汚水の処理区域の拡大並びに雨水の浸水対策等下水

道施設の整備拡充を図りました。

・室山及び西日野汚水管渠布設工事

・まつの雨水２号幹線管渠布設工事に伴う移設工事

・六呂見調整池築造工事に伴う不動産鑑定業務委託

・落合ポンプ場電気設備更新工事

・常磐ポンプ場No.6雨水ポンプ設備更新工事

・日永浄化センター第４系統詳細設計付水処理設備工事　　　等

305,599 306,634 △ 1,035

令和６年度　下水道事業会計決算概要

　生活環境の向上や河川等公共用水域の水質保全を図るための汚水対策事業、並びに雨水の排除に

よる浸水の防除を行う雨水対策事業を、計画的に実施しました。

　なお、経営成績並びに財政状態を明らかにすることを目的として、企業会計方式の経理方法によ

り、管理運営に関するもの（収益的収支）と施設の建設に関するもの（資本的収支）に区分してい

ます。

令和7年3月31日現在

項　　　　　目 令和６年度 令和５年度 差引増減

4,996.5 4,951.9 44.6

121,462 120,097 1,365

252,655 252,479 176

114,711 113,234 1,477

238,194 237,920 274

82.7 82.3 0.4

94.4 94.3 0.1

94.3 94.2 0.1

2,920.0 2,920.0 0.0

94.3 94.5 △ 0.2

25,352,015 25,266,583 85,432



５．財政状況
※税込

収入 支出 収入 支出

157億7000万円 143億5600万円 67億6700万円 127億5800万円

その他収益
4億4800万円

収入

支出

　

収入

支出

その他
建設改良費
2億6900万円

処理場築造費
11億1700万円

ポンプ場築造費
20億1500万円

企業債元金償還
49億5300万円

流域下水道
建設負担金
1億1200万円

都市下水路
築造費

3億1000万円

≪収益的収支≫

   管理運営経費の財源である収益的収入は、下水道を利用される皆様にご負担いただく下水道使用料が33％、雨水

の排除や浸水の防除のために一般会計から受け入れる他会計負担金（税金）が29％、汚水処理の経費のうち一般会

計負担となる他会計補助金（税金）が9％、施設等を建設する際に過去に受け入れた国庫補助金等の減価償却費相当

分である長期前受金戻入が26％となっています。

   施設・設備の維持管理費33％、減価償却費等61％、企業債の利息6％という構成比になっています。

　資本的収入は、将来の経営活動に備えて行う施設・設備の建設改良及び建設改良にかかる企業債償還金の財源で

す。その内訳は企業債が60％、国庫補助金等が37％、汚水処理にかかる他会計補助金（税金）が1％、その他（受益

者負担金等）が2％となっています。

　管渠、ポンプ場、処理場などの建設・改良の費用等が61％、企業債の元金償還が39％となっています。

   なお、収支不足額は、前年度の利益や減価償却費などで補填しています。

≪資本的収支≫

収益的収支 資本的収支

下水道使用料
52億2600万円

企業債
40億4500万円

その他収入
1億2800万円

企業債利息
9億1100万円

他会計補助金
（税金）

6800万円

管渠布設費
39億8200万円

収支差引額
14億1400万円

維持管理費
46億6200万円

減価償却費等
87億8300万円

国庫補助金
25億2600万円

収支不足額
59億9100万円長期前受金戻入

40億8500万円

他会計補助金
（税金）

13億8400万円

他会計負担金
（税金）

46億2700万円



財政状況を雨水・汚水別にすると以下の通りです。

雨水 ※税込

収入 支出 収入 支出

70億2700万円 66億8100万円 23億600万円 47億9100万円

汚水 ※税込

収入 支出 収入 支出

87億4300万円 76億7500万円 44億6100万円 79億6700万円

処理場築造費
2500万円

その他収入
9700万円

その他建設改良費
9000万円

都市下水路築造費
3億1000万円

流域下水道
建設負担金
1億1200万円

その他収益
1億7600万円

その他
建設改良費
1億7900万円

他会計補助金
（税金）

13億8400万円

長期前受金戻入
19億5700万円

収支差引額
10億6800万円

企業債元金償還
29億9000万円

その他収益
2億7200万円

減価償却費等
46億1300万円

処理場築造費
10億9200万円

管渠布設費
33億1300万円

ポンプ場築造費
17億3400万円

収益的収支 資本的収支

下水道使用料
52億2600万円

ポンプ場築造費
2億8100万円

その他収入
3100万円

他会計補助金
（税金）

6800万円

収支不足分
35億600万円

企業債利息
5億5300万円

国庫補助金
16億5300万円

企業債
27億900万円

維持管理費
25億900万円

収益的収支 資本的収支

企業債
13億3600万円

国庫補助金
8億7300万円

企業債利息
3億5800万円

他会計負担金
（税金）

46億2700万円

長期前受金戻入
21億2800万円

維持管理費
21億5300万円

企業債元金償還
19億6300万円

減価償却費等
41億7000万円

管渠布設費
6億6900万円

収支差引額
3億4600万円

収支不足分
24億8500万円



営業費用 営業収益

　　管渠費 　　下水道使用料

　　ポンプ場費 　　受託工事収益　負担金

　　処理場費 　　受託事業収益

　　都市下水路費 　　その他

　　業務費 営業外収益

　　総係費 　　他会計補助金

　　普及促進費 　　長期前受金戻入

　　受託費 　　その他　貸倒引当金戻入額

　　減価償却費等 　　その他

営業外費用 特別利益

　　支払利息 　　その他特別利益過年度損益修正益

　　その他 その他特別利益

特別損失

　　過年度損益修正損

費用 収益

14,207,023千円 15,206,701千円

243,498

924,273 5,521,725

250,773 1,383,836

207,727

4,750,999

1,034,269 4,627,416

822,923 62,921

717,743

12,877,072 9,684,834

損益計算書
（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで） 単位：千円（税抜）

費　　　用　　　の　　　部 収　　　益　　　の　　　部

20,634

8,782,937 32,252

75,086

142

4,085,003

61,341

910,998

417,988

965

116

1,328,986

26

965

　損益計算書は１事業年度における企業の経営成績を明らかにするために、当該年度中に得たすべて

の収益からそれを得るのに要した費用を差し引くことによって損益の発生原因とその期間の純損益を

表した報告書です。

　令和6年度は収益が費用を上回り、999,678千円の当年度純利益となりました。この利益は下水道

の整備に伴い借り入れた企業債の元金償還に充てています。

合　　　　計 15,206,701 合　　　　計 15,206,701

特別損失
965千円

営業費用
12,877,072千円

営業外収益
5,521,725千円

営業収益
9,684,834千円

特別利益
142千円

営業外費用
1,328,986千円

当年度純利益
999,678千円

15,206,701

当年度純利益 999,678

費　用　の　部　合　計 14,207,023 収　益　の　部　合　計



損益計算書を雨水・汚水別にすると以下の通りです。

雨水

費用 収益

6,624,624千円 6,977,673千円

汚水

費用 収益

7,582,399千円 8,229,028千円

営業費用
6,044,336千円

営業外費用
579,805千円

特別損失
483千円 特別利益

72千円

営業収益
4,824,108千円

営業外収益
2,153,493千円

当年度純利益
353,049千円

特別利益
70千円

当年度純利益
646,629千円

営業外収益
3,368,232千円

営業費用
6,832,736千円

営業外費用
749,181千円

特別損失
482千円

営業収益
4,860,726千円



固定資産 固定負債

　　有形固定資産 　　企業債

　　無形固定資産 　　引当金

　　投資 流動負債

流動資産 　　企業債

　　現金預金 　　未払金

　　未収金 　　引当金

　　前払金 　　その他

繰延収益

　　長期前受金

資本金

　　自己資本金

剰余金

　　資本剰余金

　　利益剰余金

資産 負債・資本

231,628,462千円 231,628,462千円

4,482,396

6,133,378 3,666,223

849,187 44,987

7,677,085

217,485,585 67,051,320

6,461,778 1,248,530

4,014 8,239,785

223,951,377 68,299,850

貸借対照表
（令和7年3月31日） 単位：千円（税抜）

資　　　産　　　の　　　部 負　　　債　　　の　　　部

2,124,890

694,520

負　　債　　合　　計

資　　本　　合　　計 68,154,734

163,473,728

46,179

86,934,093

86,934,093

資　　　本　　　の　　　部

63,802,072

63,802,072

4,352,662

2,227,772

資　　産　　合　　計 231,628,462 負　債　資　本　合　計 231,628,462

　貸借対照表は、企業の財政状態を明らかにするため、年度末において保有するすべての資産、負

債及び資本を総括的に表した報告書です。

　令和7年3月31日現在、資産（正の財産）のうち94％を有形固定資産（土地、建物、構築物等）が

占めています。また、その資産が何によって形成されているかを示しているのが負債・資本です。

剰余金
4,352,662千円

固定資産
223,951,377千円

流動負債
8,239,785千円

流動資産
7,677,085千円

資本金
63,802,072千円

繰延収益
86,934,093千円

固定負債
68,299,850千円


